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【小嶋専門委員より】
いずれも意見書および総説のため，採用しないことで良いと思いま
す。

【豊田専門委員より】
いずれも意見書・総説ということで除外に同意致します。

【中島専門委員より】
評価に使用しない。

【久野専門参考人より】
採用すべき論文はないと考えます。

【平林専門参考人より】
特にコメントなどはございません。

【文献の概要等】
・作用機序に関する文献（定性的）

・農薬の、ヒトプレグナンX受容体(hPXR)及びマウスPXRに対するア
ゴニスト活性を、サル腎細胞を用いたレポーター遺伝子アッセイで調
べた論文

・インダノファンは、hPXR及びmPXRへのアゴニスト活性を有した。
mPXRよりもhPXRに対し強いアゴニスト活性を示した(REC20：
hPXRで7.7×10-7M、ｍPXRでは1.5×10-6M；Table 2、及び
Fig.3）。

・インダノファンの被験濃度は、他農薬での用量反応曲線から推察
して、10-8、10-7、10-6及び 10-5Mを含む模様 (Fig.2)。

・評価書案に、これら受容体に直接関連する試験なし。
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【事務局より】
公表文献1報がリスク管理機関から提出されました。
「No.」～「備考」はリスク管理機関から提出された資料のままの記載としています。
「分類の判断理由」には、論文の概要を記載しています。
文献の研究結果の分類（「評価に使用する可能性のある文献」/「評価に使用しない文献」）及び分類の判断理由に記載する内容について、御検討ください。

論文では、インダノファンを含む 200種
の農薬有効成分について、ヒト
PXR(hPXR)及びマウスPXR(mPXR)に対する
アゴニスト活性をアッセイし、それらの
結果を比較している。インダノファンで
は強いアゴニスト活性があると報告され
た。
対応するガイドラインがないこと、リス
ク評価パラメータの見直しないし見直し
の補助データでもないことから、分類区
分はｃと判断される。

－－in vitro 0.1 nM ～ 10 nM －無 無
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